
　12．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ － － －

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・夕方からの、来客数が増える時間帯が長くなった。

○
住宅販売会社
（営業担当）

お客様の様子 ・住宅展示場に来場した客との具体的な商談件数が、
３か月前と比べ３％増となっている。

□
百貨店（店舗企
画）

販売量の動き ・衣料品の売上実績は前年割れとなったが、食品物産
催事での動員による売上の底上げやインバウンド客に
よるプラス効果で変わりなく堅調に推移した。

□
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・観光客は増加しており、金を落としているようだ
が、地元客からは買物の手控えを感じている。

□

観光型ホテル
（マーケティン
グ担当）

販売量の動き ・客室稼働率は３か月前と同様に、前年同月実績を下
回る見込みである。沖縄県への入域観光客数は好調に
推移し続けているものの、競合ホテルが多く思った以
上に稼働が伸びていない。

□
観光型ホテル
（代表取締役）

来客数の動き ・前月ははしかの影響があり、宿泊者数は前年に比べ
て減少した。今月に入り落ち着きを見せると、宿泊者
数は戻り最終的に前年くらいになるとみられる。

□
旅行代理店（マ
ネージャー）

販売量の動き ・前年並みである。特に目立ったこともなかった。

□
通信会社（サー
ビス担当）

販売量の動き ・特別に目新しいことはない。携帯電話も広く行き渡
り、機種変更、他社からの乗換えなどが売上を押上げ
る要因となっている。

□
その他サービス
［レンタカー］
（営業）

来客数の動き ・客数の伸び幅が鈍化しており、以前と余り変わらな
い結果であった。

□
住宅販売会社
（代表取締役）

お客様の様子 ・建築投資案件、戸建て住宅、商業施設などの各分野
での建築相談の来客者数が安定している。

▲

商店街（代表
者）

来客数の動き ・商店街では、近年物販が振るわず、飲み屋が増える
偏った状況が続いている。物販の客は大型店に行って
いると推測もできる。このままの状態が続くと、特に
物販関連の個店は、将来が危惧される。

▲
一般小売店
［鞄・袋物］
（経営者）

来客数の動き ・はしかの影響で、インバウンドの数の減少がまだ尾
を引いているようにみられる。

▲

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

来客数の動き ・例年連休明けから夏休みまでは地元入客が落ち込む
が、今年は特に平日の後半の入客が悪い。サッカー
ワールドカップのある日は中継を入れている店舗はす
ごく盛り上がるが、平日はかなり販促をしても思った
効果は出ていない。観光客はほぼ例年並みである。

▲
通信会社（店
長）

販売量の動き ・販売量の前年比が徐々に下がってきている。客数も
減少はしているが、それ以上に販売量の減少が著し
い。

▲
観光名所（職
員）

来客数の動き ・はしかの影響がある。

× － － －

◎
輸送業（経営企
画室）

受注量や販売量
の動き

・複数の顧客にて全体的な物量が前年比で増加してい
る。店舗増、売上増が要因となっているとみられる。

○
窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・公共工事、民間工事共に前年比微増で推移してい
る。

□
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新築の契約棟数が変わらない。

□
会計事務所（所
長）

取引先の様子 ・広告関連は堅調だが、どこまで好景気状況が続くか
不安がある。

▲ － － －
× － － －
◎ － － －

○
人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・派遣依頼は幅広い業種から好調に続いている。

□
人材派遣会社
（総務担当）

求人数の動き ・求人数は引き続き多い。

□
職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・正社員求人数の伸びが弱い。

▲
求人情報誌製作
会社（編集室）

求人数の動き ・６月の求人件数は週平均で829件だった。３か月前
の1,058件と比較すると229件減少した。

× － － －
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